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我々大阪大学 XIS チームは、京都大学・宇宙科学研究所・MITと共同で、次期X線天文衛星ASTRO-E搭載
用のX線CCDカメラ (XIS)の較正試験を行なっている。大阪大学における較正試験の目的は、XISの低エネル
ギー側の応答関数を構築することである。較正試験では XIS センサー + AE/TCE(アナログ信号処理系ユニッ
ト) + EGSE(地上系ユニット) という機器構成で、CCD を– 90◦C に温度制御し、我々が構築した軟X線分光器
からの分光連続X 線 (0.3–2.2 keV)をXISに照射して、XISの応答を調べている。
我々は、すでにEM(Engineering Model)品についての測定を終え、エネルギー分解能についてはMnKα 5.9 keV
で 130 eV (FWHM)、量子効率は 0.5keV付近で 20%程度であることを確認している。またエネルギーに関する
信号波高の関係も求めている。さらに、軟X線分光器のデータで代表的な輝線を用いて、輝線のエネルギーに対
するXISの信号波高の形を求めた。
本報告では、これらの結果をもとにしたXISの応答関数の構築について述べる。


